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戸
沢
村
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年

間
、
第
４
次
戸
沢
村
総
合
計
画
に
基
づ
き

「
自
立
・
活
力
・
協
働
に
よ
る
元
気
な
村

の
創
造
」
を
目
指
し
て
村
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
国
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
、
経
済
再
生
、
地
方
創
生
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
の
加
速
、
自
然
災
害
の
頻
発

と
激
甚
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
等
が
社
会
経
済
と
国
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
変

わ
り
続
け
る
時
代
を
見
据
え
た
中
長
期
的

な
視
点
の
村
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
と
は

　

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
や
地
区
会
長
懇
談
会
等
で
の

村
民
の
声
を
生
か
し
た
向
こ
う
10
年
間
の

村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
今

年
度
を
初
年
度
と
し
、
令
和
13
年
ま
で
の

10
年
間
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
を
紹
介
し
ま
す

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
を
紹
介
し
ま
す

　

ま
た
、
基
本
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
実

現
す
る
た
め
に
５
ヵ
年
の
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
こ
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
見
直
し
て
い
き

ま
す
。村　

の　

将　

来　

像

　

村
の
将
来
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

充
分
に
踏
ま
え
、
地
域
資
源
や
特
性
を
再

認
識
し
、
村
が
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
て
い

く
も
の
で
す
。
本
計
画
で
は
、
村
の
将
来

像
を
次
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま
す
。

『
最
上
川
・
笑
顔
・
い
き
い
き

　
夢
あ
ふ
れ
る 

故ふ
る 

郷さ
と 

戸
沢
村
』

村
づ
く
り
の
基
本
方
針

　
『
最
上
川
・
笑
顔
・
い
き
い
き　

夢
あ

ふ
れ
る
故
郷　

戸
沢
村
』
の
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
次
の
５
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

⒈
　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
潤
い
と

　
　や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
づ
く
り

　　

す
べ
て
の
村
民
が
「
こ
の
村
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
住
環
境
と
防
災
体
制
の
一
層
の
強

化
を
柱
に
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⒉
　活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
村
づ
く
り

　　

定
住
す
る
上
で
重
要
な
経
済
基
盤
の
強

化
に
向
け
て
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

環
境
の
も
と
、
儲
か
る
農
業
、
事
業
者
の

創
意
工
夫
を
応
援
し
、
地
域
資
源
を
存
分

に
生
か
す
商
工
観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

県
や
管
内
市
町
村
と
連
携
し
、
一
人
一

人
が
〝
働
き
が
い
〟
を
持
つ
労
働
環
境
を

形
成
し
ま
す
。

⒊
　健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な

　
　村
づ
く
り

　　

元
気
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
は
健
康
で

長
生
き
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
一

段
と
進
む
中
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
高
齢
者
も
障
が

い
者
も
含
め
て
み
ん
な
が
笑
顔
で
支
え
合

う
、
本
村
独
自
の
共
生
社
会
を
形
成
し
ま

す
。

⒋
　文
化
と
自
然
を
大
切
に
す
る

　
　心
豊
か
な
村
づ
く
り

　　
「
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
基
本
に
、

地
域
と
連
携
す
る
保
小
中
一
貫
教
育
に
よ

る
本
村
独
自
の
「
共
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
よ
う
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
お
互
い
の
交

流
を
盛
ん
に
し
、
伝
統
と
文
化
を
次
代
に

継
承
す
る
、
心
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習

社
会
を
形
成
し
ま
す
。

⒌
　村
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る

　
　村
づ
く
り

　　

村
づ
く
り
は
、
将
来
に
わ
た
る
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
を
村
民
・
地
域
・
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
築
い
て
い
く
も
の
で
す
。「
国

民
健
康
保
険
発
祥
の
地
」
と
し
て
の
誇
り

と
村
民
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
）
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
お
互
い
に
助
け
合
う

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
み
ん
な
で
汗

を
流
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
地
域

の
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
村
民
一
人
一
人

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。



　

次
号
か
ら
各
基
本
方
針
ご

と
の
主
な
施
策
内
容
・
事
業

等
を
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
回
12
月
号
で
は
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
潤
い
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
村
づ
く
り
」「
活

力
に
満
ち
た
豊
か
な
村
」
の

詳
細
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

推
進
体
制

　

村
民
ニ
ー
ズ
と
社
会
潮
流

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
最
適

な
施
策
展
開
を
継
続
的
に
行

う
仕
組
み
と
し
て
、
数
値
目

標
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

導
入
し
ま
す
。
毎
年
度
、「
事

業
ロ
ー
リ
ン
グ
」
に
よ
り
計

画
検
証
を
行
い
ま
す
。

第５次戸沢村総合計画体系図第５次戸沢村総合計画体系図

1．安心して暮らせる潤いとやすらぎのある村づくり

最
上
川
・
笑
顔
・
い
き
い
き　
夢
あ
ふ
れ
る
故ふ
る
さ
と郷　
戸
沢
村

2．活力に満ちた豊かな村づくり

3．健康で笑顔あふれる元気な村づくり

4．文化と自然を大切にする心豊かな村づくり

5．村民の参加と協働による村づくり

①安心安全な地域づくり　　　②快適で安全な生活基盤の整備
③交通体系・通信基盤の整備　④自然と共生する地域環境づくり

①農林業の振興　②観光と交流の促進　
③商工業の振興と労働環境の充実

①健康づくりの推進　②子育て支援の推進
③地域福祉対策の充実

①地域の連携　②幼児期・学童期の共有
③生涯学習・生涯スポーツの推進 

①協働による地域づくりの推進
②効率的な行財政運営の確立

Ｄｏ
（実行）

Ａｃｔｉｏｎ
（改善）

Ｐｌａｎ
（計画）

Ｃｈｅｃｋ
（評価）



―感性を磨く「芸術の秋」―

● 4 ●

村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

　９月25日（土）、道の駅とざわにてとざわスケッチ大会が行
われました。大会には戸沢村内の児童生徒が参加し、「最上川」
をテーマにした作品を思い思いに描いていました。

第１回とざわスケッチ大会が開催

　９月21日（火）～ 30日（木）までの十日間、秋の交
通安全県民運動が実施されました。最終日の30日（木）
は、村交通安全対策推進協議会の委員らが役場前にて行
き交う車や歩行者に交通安全を呼びかけました。
　この季節は日没が早くなっています。早めのライト点
灯と反射材の活用で、交通事故防止に努めましょう。

「交通事故死ゼロ」をめざして

　９月25日（土）に行われたとざわスケッチ大会。当初の予定では、最上郡全域から参加者を募り開催の予定
でしたが、新型コロナウィルス感染症の影響により対象を戸沢村民のみとしての開催となりました。規模は縮
小されましたが、当日は天候に恵まれまさにスケッチ日和！参加者は様々な表情を見せる最上川と景色を存分
に楽しみました。

中学生の部　最優秀賞　皆川 杏奈 さん 中学生の部　優秀賞　長澤 和花 さん 当日のスケッチの様子

小学生の部　最優秀賞　木村 咲良 さん 小学生の部　優秀賞　安食 慈月 さん ファミリーの部　優秀賞  岸 夕嘉里 さん

とざわスケッチ大会　初代入賞作品！



―元気はつらつ「スポーツの秋」―

● 5 ●

2 0 2 1 . 1 1 . 1  N o . 6 0 0

　10月10日（日）、生涯学習センターにて令和３年度戸沢村柔
道さわやか教室が行われ、村内外の児童生徒が参加しました。
参加した児童からは、「道場の仲間たちと一緒に練習を頑張り、
大会ではいい結果を残したい」などとコメントをいただきまし
た。

　10月５日（火）、ぽんぽ館にて老人クラブ連合会グラウンド
ゴルフ大会が行われました。大会には、村内各地区の老人クラ
ブ会員が参加し、各チームの活き活きとしたスイングの音が会
場に鳴り響きました。

　10月10日（日）、ぽんぽ館にて第32回最上地区グラウンドゴ
ルフ大会が行われ、最上管内の参加者およそ120名が集まりま
した。当日は、天候にも恵まれ、参加者は声を掛けあいながら
和気あいあいとした雰囲気でスポーツの秋を楽しみました。

　９月25日（土）、戸沢保育所にて戸沢保育所大運動会が行われ、
園児たちが競技に励みました。当日は、お遊戯やリレーなど様々
な競技が行われ、友だちと互いに協力しながらゴールを目指し
ていました。

最上管内のプレーヤーが集結

元気いっぱい　がんばったね！！

柔道を通して交流を

力強いスイング！

　９月26日（日）、ふれあいセンターにおいて、障がい者及び健常
者の相互理解の促進を図るため、「共生社会へ向けた心のバリアフ
リー推進」をテーマに（公社）新庄青年会議所の定例会が行われま
した。戸沢村身体障がい者福祉協会会員も参加し、防災ブレスレッ
トを作成しながら交流を図りました。この防災ブレスレットは自分
の居場所を伝えるホイッスルや、方位磁石などの機能が備わってお
り、有事の際に役に立ちます。そのご縁もあり、10月13日（水）に、

（公社）新庄青年会議所より防災ブレスレット15個を寄贈いただき
ました。今後、戸沢村身体障がい者福祉協会で有効に活用させてい
ただきます。ご寄贈いただきありがとうございました。

障がい者及び健常者の相互理解の促進に向けて



● 6 ●

村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

　10月14日（木）、旧古口小学校の敷地で戸沢村定住促進住宅の
地鎮祭が行われました。現地で行われた地鎮祭には、村や工事に
携わる関係者30人ほどが出席し工事の安全を祈願しました。
　工事は11月初旬に着工し、来年３月下旬の完成を目指してい
ます。

　10月15日（金）、戸沢村中央公民館にて、戸沢村戦没者追悼式
が行われ、村内の遺族会の会員らが参加し、戦没者へ深い祈りを
捧げました。当日は、遺族会による献花や戸沢学園９年生の秋葉
快斗さん（十二沢）、佐藤このはさん（名高）による意見発表が行
われ、「歴史を知り悲しい過去を振り返りながら、自分たちに何が
できるかを考えていきたい」と発表していました。

　10月11日（月）から10月20日（水）に実施された「全国地域安全
運動」に伴い、戸沢村防犯協会青色防犯パトロール実施者と新庄
警察署戸沢駐在所による特殊詐欺被害予防啓発活動が10月15日

（金）に行われました。セブンイレブン戸沢津谷店、DCMホーマ
ックニコット戸沢店において、来店された方に特殊詐欺被害防止
のチラシ等を配布し、被害にあわないよう注意を呼びかけました。

　株式会社山形戸沢ファームさんより戸沢学園へ村のブランド豚肉である「戸澤豚一番育ち」をご提供いただき、
10月15日（金）に児童生徒らへ給食のメニューとして振る舞われました。
　戸澤豚一番育ちを使用したトンカツを食べた児童生徒は、「お肉がとてもやわらかく口の中で溶けるような美味
しさ」「自分たちが住む村の特産品を知り、もっと村のよさについて理解していきたい」と話していました。

～10月15日の献立～

　•ご飯

　•トンカツ

　　（戸澤豚一番育ち）

　•大根のサラダ

　•白菜のみそ汁

特殊詐欺にご注意を

学校給食に戸沢村産豚肉

工事の安全を願って

戦没者に深い祈りを

　10月１日（金）、教育委員会教育委員辞令交付式が行われ、和
田史郎さん（古口）が教育委員に任命されました。任期は令和７
年９月30日までとなります。戸沢村の教育施政のより一層の発
展のため、ご尽力くださることをご期待いたします。

新教育委員に和田氏
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地
元
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な
が
ら
農
作

業
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
、
あ
る
女
性
の
話
し

声
に
思
わ
ず
驚
い
て
、
作
業
の
手
が
一
瞬
止
ま
り

ま
し
た
。
言
葉
の
抑
揚
が
母
の
姉
の
そ
れ
と
極
め

て
似
通
っ
て
い
た
の
で
す
。
秋
田
県
横
手
市
出
身

の
母
は
、
私
が
物
心
つ
い
た
と
き
に
は
、
既
に
前

橋
で
共
通
語
を
話
す
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
方
言
を
使
っ
て
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
頼
ま

れ
て
も
、
母
は
そ
れ
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

い
う
時
の
母
の
ど
こ
か
複
雑
な
表
情
を
見
て
き
た

私
は
、
母
が
幼
い
時
に
家
族
と
交
わ
し
て
い
た
言

葉
と
そ
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
母
か
ら
奪
っ

た
「
社
会
の
し
く
み
」
に
、
言
い
よ
う
の
な
い
疑

念
を
抱
き
育
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
方

言
を
残
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
趣
旨
で
書
い
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
私
に
と
っ
て

は
、
学
校
は
世
の
中
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
個
性

を
磨
き
、
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
個
性
を
奪
っ
て
い
く

世
の
中
が
そ
の
先
に
あ
る
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

戸
沢
学
園
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
委
員
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
社
会

を
橋
渡
し
す
る
大
切
な
役
目
を
果
た
す
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
心
部
会
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
々
と
相
談
し
、
ご
意
見
を
伺
っ
た

上
で
、
来
月
以
降
再
び
映
画
上
映
の
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。

國
峯
充
浩　

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

初
め
ま
し
て
、
10
月
か
ら
新
し
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
千
葉

県
長ち

ょ
う
せ
い生
郡
白し
ら
こ子
町
か
ら
角
川
に
越

し
て
来
ま
し
た
佐
藤
あ
お
い
で
す
。

戸
沢
村
の
そ
ば
と
た
く
さ
ん
の
自
然

に
魅
力
を
感
じ
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
ば
が
好
き
に
な
っ
た

理
由
は
胃
も
た
れ
し
な
い
事
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
所
で
食
べ
て
い
く
う
ち

に
香
り
や
の
ど
ご
し
、
食
感
を
意
識

し
て
食
べ
る
様
に
な
り
、
今
で
は
生

意
気
に
も
自
分
で
お
気
に
入
り
の
お

蕎
麦
屋
さ
ん
を
選
り
好
み
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
蕎
麦
の
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
角
川
の

方
の
ご
協
力
の
元
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
着
任
し

た
ば
か
り
で
協
力
隊
と
し
て

ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
の
経
験
を
生
か
せ

る
活
動
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄
第
七
話

　戸沢村村内に在住または在勤の方は対象ゲームのバックスタンド自由席を当日券の半額以下でお買い求めい
ただけます。戸沢村中央公民館でご購入する際は、身分証（運転免許証・健康保険証等）の提示が必要にな
ります。
■取り扱っているチケット
　•市町村応援デーチケット（バックスタンド）（一　　　　般）　１枚　１，５００円
　•市町村応援デーチケット（バックスタンド）（小中高生招待）　無料
　　販売数が限られていますので、早めにお買い求めください。
■チケット購入方法　※販売期間　11月１日（月）～ 11月12日（金）
　•Ｊリーグチケット 及び 楽天チケット（ＷＥＢ販売）
　•当日券売場（当日のみ）
　•戸沢村中央公民館（土日祝日を除く　8：30 ～ 17：00）
　　TEL　０２３３－７２－２３０４
　詳しくはモンテディオ山形ホームページをご覧ください。

戸沢村応援デー！モンテディオを応援しよう！
11/14（日）　VS　大宮アルディージャ　14：00　KICK OFF

ⒸMONTEDIO YAMAGATA

地域おこし協力隊活動日誌

— あおい’sレポート— ①
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　新型コロナワクチンを２回接種した場合であっても、接種後の時間の経過とともに、ワクチンの有効性や免疫
原性が低下することが報告されています。そのため、厚生労働省からは追加接種を実施する方針が発表されてい
るところです。詳細な指示は出ておりませんが、今後の計画に関する情報を記載しますのでご承知おきください。
開　始　時　期：令和４年２月以降の実施を予定しています。
３回目接種対象：「２回接種をした者のうち、概ね８か月以上経過した者を対象に、１回追加接種を行う」こ

とが想定されています。そのため、２回接種された方のみが対象となります（３回目に向けた案内は２回接
種を終えた方のみに行います）。

　１回目接種は１１月４日（木）、２回目接種は１１月２５日（木）を予定しています。接種を希望される方
は早急に下記までご連絡ください。
※12月以降は、今後満12歳になる小学生の接種を予定しています。
※３回目接種の実施につきましては国の方針に基づき、順次計画してまいります。
　掲載情報についても今後変更になる可能性がありますのでご容赦ください。

問合せ先　戸沢村新型コロナワクチン接種班（戸沢村役場健康福祉課内）
　　　　　TEL ０１２０－５６７－１７４（土日祝日を除く９時～１７時）
　　　　　※つながらない場合はTEL ０２３３－７２－２３６４まで

募集職種：保健師（１名）　　　　  職務内容：保健に関する業務に従事
受験資格：昭和６１年４月２日以降に生まれた方で、採用予定年月日（令和４年４月１日）において保健師免
　　　　　許を保有、もしくは取得見込みの方。
試 験 日：１２月中旬以降の予定（応募者へ直接通知いたします）
試験種目：作文試験・面接試験
受付期間：令和３年１１月１日（月）～令和３年１１月３０日（火）【郵送の場合は当日消印有効】
応募方法：申請用紙等は総務課窓口または村HPから所得できます。
問合せ・申込先　　戸沢村役場総務課 総務係　ＴＥＬ　０２３３－７２－２１１１

　11月上旬より戸沢村内の空き家実態調査のため、調査員証明書を携帯した民間の調査員が各地区の空き家と
思われる建物と、その周辺で現地調査を下記の期間中に行います。村
民の皆様には、調査へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
ご不明な点がございましたら、下記の担当までご連絡ください。
　調査期間：令和３年11月上旬～令和３年11月31日（予定）

　行政への苦情・要望・意見・困っていること・気になっていること・納得できないこと・どこに相談すればよ
いのか分からないことがありましたら、お気軽にご相談ください。
開 設 日：１１月１８日（木）９：３０～１１：３０
開設場所：戸沢村役場１階　住民相談室
相 談 員：荒川喜一さん（岩清水）

新型コロナワクチン接種（３回目）について

今後の接種予定について

令和３年度　戸沢村職員採用試験の募集案内（保健師）

空き家調査員が各地区で現地調査を行います

「行政困りごと相談所」のご案内

問合せ先
　戸沢村役場建設水道課 建設係
　ＴＥＬ　０２３３－７２－２５４７

問合せ先
　戸沢村役場住民税務課 住民生活係
　ＴＥＬ　０２３３－７２－２３２６

村 か ら の お 知 ら せ

せんどうくん
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　令和2年度に県内の児童相談所、各市町村で虐待と認定された件数（実数）は907件（元年度
1,058件）となっており、通告件数については1,436件（元年度1,534件）と高い水準となって
います。近年、悲惨な虐待死事件の報道により、県民の児童虐待に対する認知度と通告に対する
意識が高まっていることで、早期に通告されていることが考えられます。
　全国的にも、幼い子どもが虐待で死亡する例が後を絶たず、児童虐待は、社会全体で早急に解
決しなければいけない問題です。

　虐待を防ぐためには、早い段階での発見と対応が大切です。「虐待されて（して）いるかも」
と思ったら、ためらわずに連絡してください。その行動が、子どもを虐待から守るための大きな
一歩になります。また、自分が出産や子育てで悩んだときに相談することも、「虐待に繋がる」
ことを防ぐ１つの方法です。

身体的虐待：殴る、蹴る、激しく揺さぶる、縄等で部屋に監禁
性 的 虐 待：性的暴力、子どもに対する性的行為　
ネグレクト：家に閉じ込める、食事を与えない、病院に連れていかない
心理的虐待：暴言、無視、子どもの前での家族への暴力・夫婦喧嘩

11月は児童虐待防止推進月間です。
（あなたからの連絡が、子どもを虐待から守る大きな一歩になります）

山形県の児童虐待通告件数は1,436件

児童虐待を防ぐために

子ども虐待のパターン　※しつけと称した暴力は虐待です！

気づいてください！子ども虐待のサイン!!
◇子どもからの虐待のサイン

●不自然な傷が多い。　●体や衣類がいつも不潔である。　●喜怒哀楽の表情が乏しい。
●夜遅くまで遊んでいたり、家に帰りたがらない。
●食事時や夜に子どもだけで外にいる。

◇お父さん・お母さんからの虐待のサイン

●近所や地域の中で孤立している。頻繁に子どもを家に残して外出している。
●親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする。
●感情の起伏が激しく、子どもの扱いが荒っぽい。　

【虐待かもと思ったら以下の機関へご相談ください】
◎戸沢村役場健康福祉課福祉係　
　TEL　0233-72-2364　 受付時間　８：３０～１７：１５　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　TEL　080-9258-6728　（福祉係専用携帯電話）　受付時間　夜間、休日
◎児童相談所全国共通ダイヤル
　TEL　189「いちはやく」　お近くの児童相談所につながります。
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もしも徳川家康が総理大臣になったら／眞邊　明人
　2020年。新型コロナの初期対応を誤
った日本の首相官邸でクラスターが発生。
日本は混乱の極みに陥る。そこで政府は、
かねてから画策していたAIで偉人を復活
させ最強内閣をつくる計画を実行する…。
最強内閣は、コロナを収束させ、国民の
信頼を取り戻すことができるのか？

11月図書室カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

　
1 2 3

休館
4
夜間

5
夜間

6
午前

7
休館

8 9 10 11
夜間

12
夜間

13
午前

14
休館

15 16 17 18
夜間

19
夜間

20
午前

21
休館

22 23
休館

24 25
夜間

26
夜間

27
午前

28
休館

29 30

二平方メートルの世界で／前田　海音
　札幌に暮らす小学三年生の主人公は
脳神経の病気で入退院を繰り返してい
る。入院するとしばらくベッドの上で
の生活になる。そんなある日、主人公
は病室で大発見をする。実在の小学三
年生が書いた「子どもノンフィクショ
ン文学賞」大賞受賞作品！

ますますざんねんないきもの事典／今泉　忠明
　かわいがられすぎると寿命が短くなる
コアラ、家を動かせないヤドカリのニシ
キカンザシヤドカリ…。へーっと感心し
たり、ふふっと笑えたり、進化の結果が
ちょっとざんねんに思えてしまう。そん
な愛しいいきものたちがたくさんのシリ
ーズ第六弾です。

小説版　この世界の楽しみ方／ Honey works
　歌舞伎の舞台に立つという夢を断た
れた勇次郎と、家庭の事情で大好きな
歌を辞めてしまった愛蔵。二人は、状
況を変えるために応募したアイドルオ
ーディションで合格！しかし告げられ
たデビューの条件は、まさかのユニッ
ト結成！？

　19日夜間は、翌日のイベント準備のため、テーブ

ル等の配置が変わる場合があります。

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.104vol.104
11月中旬から貸し出し開始いたします

図書室においてほしい本は
ありませんか？

　中央公民館玄関ホールと図書室内に、図書リク

エストボックスを設置しています。「タイトル」

「作者名」を記入して投函して下さい。購入時の

参考にさせていただきます！

えほんの森
～わくわくのおはなしかい～
日時：令和３年１１月２０日（土）10：00 ～

場所：戸沢村中央公民館図書室

対象：０歳５か月～幼児までの親子

　

※申込は不要です。

　直接会場までお越し

　ください！

戸沢村中央公民館図書室に関する問い合わせ

　戸沢村教育委員会（戸沢村中央公民館）

　☎０２３３－７２－２３０４

新 刊 図 書 紹 介新 刊 図 書 紹 介
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助　
　

成　
　

金

山
形
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

対
策
離
職
者
応
援
金

▼
支
援
対
象
者
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
し
て
県
内
の
事
業
所
を
解
雇
・
雇
い

止
め
さ
れ
た
県
内
の
労
働
者
▼
応
援
金
／
一
人

一
回
限
り
５
万
円
▼
申
請
期
間
／
第
１
期
（
令

和
３
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
解

雇
・
雇
い
止
め
さ
れ
た
方
）
→
令
和
３
年
11
月

１
日
（
月
）
～
12
月
13
日
（
月
）・
第
２
期
（
令

和
３
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
解

雇
・
雇
い
止
め
さ
れ
た
方
）
→
令
和
４
年
１
月

12
日
（
水
）
～
２
月
９
日
（
水
）
※
消
印
有
効

▼
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
産
業
労
働
部
・

コ
ロ
ナ
失
業
対
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

電
話
番
号
０
２
３
―
６
３
０
―
２
３
７
７

ロ　

ー　

ン　

関　

係

奨
学
金
返
済
に
関
す
る
無
料
相
談
会

▼
実
施
日
時
／
11
月
11
日
（
木
）
10
時
～
19
時

▼
内
容
／
奨
学
金
返
済
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
相
談（
例
）「
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
奨
学
金

返
済
が
苦
し
い
」「
将
来
を
考
え
て
奨
学
金
返
済

を
見
直
し
た
い
」
▼
相
談
方
法
／
事
前
申
込
不

要
・
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
▼
費
用
／
無
料

▼
電
話
番
号
／
０
１
２
０
―
３
９
―
６
０
２
９

━━ infomaition ━━

お
知
ら
せ
版

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
等
の

お
知
ら
せ
を
紹
介
し
ま
す

期間：１１月１１日～１７日
　
　国税庁のホームページでは「国税
庁の取り組み」や「税に関する情報」
を紹介！
　
国税庁ホームページ
　https://www.nta.go.jp

10ページ
　『建設水道課からのお知らせ「村
営住宅入居者募集について」』申し
込み・問い合わせ先の電話番号に誤
りがありました。正しくは、
「0233-72-2547」となります。
　お詫びして訂正いたします。

税を考える週間
～くらしを支える税～

「広報とざわ10月号」
に誤りがございました

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・
短
大
・

大
学
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
・
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。
▼
ご
融
資
額
／
お
子
さ
ま
一
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内
▼
金
利
／
１
．
６
６
％

▼
ご
返
済
期
間
／
１
５
年
以
内
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
▼
問
い
合
わ

せ
先
／
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
０
５
７
０
―
０
０
８
―
６
５
６

ご　
　

相　
　

談

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

　
　

女
性
の
無
料
な
ん
で
も
相
談
所

▼
日
時
／
令
和
３
年
11
月
７
日
（
日
）
10
時
～

15
時
▼
場
所
／
山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局
▼

相
談
内
容
／
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
性
差
別
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
▼
秘
密
厳
守
▼
女
性
専

用
電
話
相
談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
は
常
時
開
設
中

電
話
番
号
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

令
和
３
年
度　

新
規
里
親
相
談
会

▼
日
時
／
12
月
5
日
（
日
）
10
時
～
16
時
・
予

約
制
一
組
60
分
程
度
▼
場
所
／
ゆ
め
り
あ
２
階

会
議
室
（
新
庄
駅
構
内
）
▼
相
談
内
容
／
里
親

に
興
味
が
あ
る
方
、
希
望
す
る
方
に
役
割
や
里

親
に
な
れ
る
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
県
、
児
童
養

護
施
設
等
の
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。
▼
申
込

締
切
／
12
月
4
日
（
土
）
12
時
ま
で

▼
問
合
せ
先
／
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
０
２
３
７
―
８
４
―
７
１
１
１

県　
　

議　
　

会

最
上
地
域
議
員
協
議
会

　

地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
地
元
議
員
が
審

議
を
行
い
ま
す
。
県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍

聴
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
※
当
日
会

場
で
傍
聴
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
▼
日
時
／

令
和
３
年
11
月
19
日
（
金
）
15
時
～
※
受
付
は

14
時
30
分
か
ら
▼
会
場
／
最
上
総
合
支
庁
講
堂

（
新
庄
市
金
沢
字
大
道
上
２
０
３
４
▼
県
議
会

の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ　
　

ベ　
　

ン　
　

ト

新
庄
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
対
象
／
高
校
生
・
社
会
人
▼
日
時
／
令
和
３

年
11
月
13
日
（
土
）
10
時
～
12
時
▼
場
所
／
新

庄
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
新
庄
市
十
日
町
６
１
６
２

の
１
１
）
▼
内
容
／
学
校
概
要
・
入
試
制
度
説

明
・
各
学
科
の
体
験
入
学
※
学
園
祭
同
時
開
催

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
▼
申
込
締
切
／
令
和
３

年
11
月
10
日
（
水
）
▼
申
込
方
法
／
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
電
話
０
２
３
３
―
２
９
―
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
３
３
―
２
８
―
１
０
０
１

メ
ー
ル scc_office@

core.ac.jp

　
や
ま
が
た
の
森
づ
く
り
発
表
会

▼
日
時
／
令
和
３
年
11
月
23
日
（
火
）
11
時
30

分
～
16
時
30
分
▼
場
所
／
山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ 

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
２
階
交
流
サ
ロ
ン

（
山
形
市
平
久
保
１
０
０
）
▼
内
容
／
講
演
・

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
活

動
発
表
・「
や
ま
が
た
木
育
」
体
験
と
森
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
▼
対
象
／
森
づ
く
り
活
動
に
興
味

が
あ
る
方
・
補
助
事
業
に
よ
る
活
動
を
検
討
し

て
い
る
方
▼
申
込
不
要
・
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
山
形
県
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
み
ど
り
自
然
課

電
話
番
号
０
２
３
―
６
３
０
―
２
４
３
２
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村の人口と世帯
（9月末現在） 4,216人（－14人）〈男2,015人（ー9人）、女2,201人（ー5人）〉1,563世帯（－3世帯）※（  ）内の数値は、8月末現在との比較

満一歳児（10月生まれ）満一歳児（10月生まれ）

　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほしいと
の願いを込めて、戸沢村の満一歳になるお子さんを紹介します。
　今月は、１０月に満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前 ②地区名 ③ご両親からお子様へ
のメッセージ）

う た

清水　詠心 ちゃん
あ や

荒川　采耶 ちゃん
かなと

富樫　奏人 くん

①清水　知宣　さん

　　　　美穂　さん

②津谷

③これからも元気いっぱ

　いに笑顔溢れる詠心で

　いてね♡

①荒川　 悠 　さん

　　　　佳奈　さん

②名高

③姉妹仲良く、元気にす

　くすく育ってね！

①富樫　直人　さん

　　　　和恵　さん

②真柄

③１歳おめでとう！

　元気いっぱいにたくさ

　ん笑って過ごそうね！

10月3日生まれ 10月8日生まれ 10月26日生まれ

●12 ●

　
10
月
18
日
、
平
年
よ
り
10
日

ほ
ど
早
い
冠
雪
が
蔵
王
山
に
て

観
測
さ
れ
ま
し
た
。
戸
沢
村
か

ら
も
う
か
が
え
る
鳥
海
山
や
月

山
も
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
を
ま

と
う
よ
う
に
な
り
、
冬
の
訪
れ

を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
冷

え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
の
で
、
体
調
管
理
に
は
充

分
気
を
付
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
冬
が
近
付
く

季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
月

号
で
も
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
村

内
の
「
芸
術
の
秋
」
に
つ
い
て

取
り
挙
げ
て
い
き
ま
す
！

編
集
者
の
コ
ラ
ム

編
集
者
の
コ
ラ
ム
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